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（１）新型コロナウイルス感染症への不安と国の外出自粛要請による影響 

 公益社団法人日本医師会「第７回日本の医療に関する意識調査」によると、新型コロナ

ウイルス感染症（以下、新型コロナ）の蔓延により 82.1％の国民が生活の不安を感じ、96.8％

が外出自粛要請に従っていました。また、強制的な外出禁止や休業などが必要と考える人

の割合が 93.6％にのぼり、新型コロナが患者に与えた影響として、外出自粛による受診控

えが起こり、今も少なからず続いていることが考えられます。 

 

◆新型コロナウイルス感染症の感染拡大による生活の不安（n=1,212） 

 

◆国の外出自粛要請に従ったか（左）、強制的な外出禁止・休業は必要と思うか（右）（n=1,212） 

 

（出典）公益社団法人 日本医師会：「第７回 日本の医療に関する意識調査」（2020年７月実施）  

新型コロナウイルスで変わる患者意識 １｜ 

１｜新型コロナウイルス感染症拡大による生活と意識の変化     
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（２）生活全般における意識の変化 

 外出の減少により精神的不調やストレスを感じるようになった人は 35.6％で、約４割に

のぼります。運動不足によって体の不調を感じる人は 20.7％でした。 

 また、新型コロナの感染拡大をきっかけに感染症やワクチンなど医学への関心が高まっ

たことや、医療・保険の重要性を感じたと回答した方、自身の健康意識が高まったと回答

した方が一定数おり、医療・健康に対する患者の考え方が変化してきたといえます。 

 このことから、生活様式の変化による患者の心身機能、健康への影響に対応する医療が

必要とされていることがわかります。 

 

◆新型コロナの感染拡大による生活全般における意識の変化（複数回答）（n=1,212） 

 

（出典）公益社団法人 日本医師会 「第７回 日本の医療に関する意識調査」 

（2020年７月実施） 

 

（３）医療機関受診への不安 

 医療機関の受診が不安と回答した割合は 69.3％にのぼり、患者が医療機関受診に対する

不安が高まっていることがわかります。 

 また、男女別、年齢層別にみると、70歳未満の年齢層では男性より女性のほうが不安と

感じている人が多い傾向がみられました。 
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◆医療機関の待合室などで感染症に感染する不安（n=1,212） 

 

（出典）公益社団法人 日本医師会 「第７回 日本の医療に関する意識調査」 

（2020年７月実施） 

 

◆医療機関の待合室などで感染症に感染する不安 -男女別・年齢別（n=1,119） 

 

※全体の n数は、「医療機関へは行かない」を除いた数である。 

（出典）公益社団法人 日本医師会 「第７回 日本の医療に関する意識調査」 

（2020年７月実施） 

 

 こうした調査結果から、医療機関は、受診に不安を抱える患者に対して、どのようにし

て医療サービスを提供していくかを、真剣に考えていかなければならない時代に入ったと

いえます。  
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（１）受診形態の変化 

 本年４月～５月で受診の必要があった人のうち、対面での受診を控えた人の割合は

14.6％で、そのうち約半数は慢性疾患などの定期受診の患者という結果になりました。 

 慢性疾患などの患者には、定期的に受診する必要のある方もいますので、対面診療での

不安を軽減するような取組が必要となります。 

 

◆受診の形態の変化（複数回答） 

 

※調査ではオンライン診療を「スマートフォン、タブレット、パソコンなどを用いて、インターネ

ット上の画面越しに自宅で医師の診療を受けること」と定義している。 

（出典）公益社団法人 日本医師会 「第７回 日本の医療に関する意識調査」 

（2020年７月実施） 

 

（２）今後のオンライン診療のあり方について 

 こうした新型コロナの影響を踏まえ、政府は安全性と信頼性をベースに、初診も含めオ

ンライン診療は原則解禁することを検討しています。 

 オンライン診療の安全性と信頼性については、オンライン診療を行うことによる患者の

利便性等のメリットと、対面診療を行わないことによる疾患の見逃し・重症化のリスクや、

患者と医療機関の感染やトラブルのリスク等を総合的に考慮するとしています。 

  

２｜受診形態の変化とオンライン診療の今後について     
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 厚生労働省では、平成 29 年６月に「保健医療分野における AI 活用推進懇談会」を開催

し、①我が国における医療技術の強みの発揮、②我が国の保健医療分野の課題の解決（医

療情報の増大、医師の偏在等）の両面から、特に AI開発を進めるべき領域を「重点６領域」

（具体的には、ゲノム医療、画像診断支援、診断・治療支援、医薬品開発、介護・認知症、

手術支援）として選定し、これらの領域を中心とした研究開発支援や必要な制度設計等を

進めてきました。 

 

◆健康・医療介護・福祉分野において AIの開発・利活用が期待できる領域 

（出典）厚生労働省：保健医療分野 AI開発加速コンソーシアム議論の整理と今後の方向性 

保健医療分野の AI活用に向けた国の動向 ２｜ 

１｜保健医療分野における AI開発の方向性     
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◆保健医療分野における AI活用によって期待されること 

 
（出典）厚生労働省：今後のデータヘルス改革の進め方について（概要） 

 

 一方、諸外国における AI開発は急速に進んでおり、スピード感を持って課題や対応策に

ついて早急に検討する必要が生じています。 

 厚生労働省では、AI開発及び利活用促進に向けて幅広い視点から議論を行い、自国にて

取り組むべき事項を検討することを目的に、「保健医療分野 AI 開発加速コンソーシアム」

を平成 30年７月に設置して今後の方向性を議論しています。 

 

 

 

（１）AIホスピタルの概要 

 近年、医療が高度化・先進化・多様化・個別化されたことにより医療関係者と患者や家

族間だけでなく、先端研究者と医療関係者間に大きな知識・情報格差が生じています。 

 また、最先端の診断や治療法を医療現場へ普及するにあたり、技術の標準化やデータ解

釈などについて厳格な規定が必要となっています。さらに、高度化に伴って、医療従事者

の負担が過度に増えていることが社会問題化しています。 

 そこで、国家プロジェクトである内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）で

は、医療分野における課題を解決し、今後の医療を支えるために科学技術の活用が不可欠

であるとして、「AIホスピタルによる高度診断・治療システム」の開発、社会実装に向けて

研究が進められています。  

２｜AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システムの実現に向けて   
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◆近未来の AIホスピタル 

 
（出典）公益社団法人 日本医師会ホームページ 

 

◆本プロジェクトの各テーマ 

●セキュリティの高い医療情報データベースの構築とそれらを利用した医療有用情報の抽出、

解析技術等の開発、自然言語処理のための方言も含めた医療用語集の作成とそれらの救急現

場での応用、治療薬・ワクチンの開発に資するデータ連携基盤の構築 

●AIを用いた診療時記録の自動化、インフォームドコンセント時の AIによる双方向のコミュニ

ケーションシステムの開発、AIホスピタルを実装化するための AIプラットフォームの構築、

人工知能アバターを利用した新型コロナウイルス感染症の相談補助システムの開発 

●患者の負担軽減・がん等の再発の超早期診断につながる AI技術を応用した血液等の超精密検

査を中心とする、患者生体情報等に基づく AI技術を応用した診断、モニタリング及び治療（治

療薬を含む）選択等支援システムの開発 

●医療現場における AIホスピタル機能の実装に基づく実証試験による研究評価 

●AI ホスピタルの研究開発に係る知財管理等、システムの一般普及のための技術標準化・

Open/Close戦略、官民学連携のためのマッチング等に関する対応 
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◆診療時音声情報の AIによる文章化 

 

◆AIによる患者や家族への説明の補助 

 

（出典）国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所：戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）AI

（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システム研究開発計画 

 

（２）AIホスピタル実現による期待される効果 

 本プロジェクトの成果によって、個々人の遺伝的、身体的、生活的特性等の多様性を考

慮した適切かつ低侵襲の治療法・治療薬を提示することが可能（最終的に患者が選択）と

なり、治療効果の低い治療薬、治療法を回避できるだけでなく、患者の早期の社会復帰に

もつながり、これに関わる医療費の抑制と労働力の確保が想定されています。 

 また、AI 技術を応用した血液等の超精密検査等による診断は、がん等疾患の早期発見、

再発の超早期診断、治療効果の高精度な把握に応用可能と期待されています。がん分野に

おける経済的効果としては、治癒率の向上（５年生存率の 10%の向上）と高額な医療費の削

減（年間数千億円）につながると期待されています。 
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（１）ワークシェアリングサービス開発の背景と目的等 

 単に音声認識でテキスト化するだけでなく、入力した情報をリアルタイムで共有できる

ため「AI音声認識ワークシェアリングサービス」と位置付けています。 

 昨今、医療機関での人材不足や業務負担増が大きな社会問題となっており、医療現場で

の働き方改革の模索が続けられています。そのような状況のなか、株式会社アドバンスト・

メディアでは、AI音声認識とスマートフォンを活用することでスムーズな情報入力を行い、

現場の業務負担軽減とスムーズな情報収集・活用を行うことを目的とした、ワークシェア

リングサービスをＡ病院と共同開発しました。 

 

◆サービス概要 

●iOSのアプリから入力した各種情報を、オンプレミスサーバー※経由で各診療部署や管理部

門、代行入力者等と素早く簡単に連携できるワークシェアリングサービス 

●音声認識を活用し、いつでもどこでもその場から記録内容を発話し、保存が可能 

●音声認識に加え、テキスト入力やスタンプ、画像の送信も可能 

●チャット形式で時系列にデータが保存され、入力されたデータはパソコンの専用ソフトウェ

アからカルテシステム等に転送することができる。 

●各ユーザーの使用状況をグラフ化できるため、人材配置の最適化など行動分析への活用が可能 

※使用者が管理している施設の構内にサーバーを設置して運用すること 

 

◆サービス概要イメージ 

 

（出典）厚生労働省：「令和元年度少子高齢社会等調査検討事業 報告書」 

スマートフォン、AI活用によるサービス向上事例 ３｜ 

事例１｜スマートフォンを使った音声入力カルテ（ワークシェアリングサービス） 
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（２）Ａ病院における導入の背景と導入効果 

 共同開発を行ったＡ病院のリハビリテーション科における導入の背景と導入効果は以下

のとおりです。クリニックにおいてもカルテの音声入力は、業務時間の短縮に繋がります。 

 

◆Ａ病院における導入の背景と導入効果 

●Ａ病院の概要 

・病床数 257床の急性期病院で、リハビリテーション科のスタッフ人数は 50名程 

●導入の背景・課題 

・カルテ入力時間を削減したい 

・PC端末が人数分ないため、入力待ち時間が発生する 

・患者への対応を向上させたい 

●導入効果 

・入力時間を７割削減 

３人あたり１台の共有パソコンでカルテ入力を行っていたが、本サービスを活用することで

治療後、即座に入力が可能になった。従来の PCによるキーボード入力と比較すると約 70％

削減、１日あたり約 11時間（検証人数 41名）の削減 

・治療行為に充てられる時間の増加 

・働き方の改善 

  中堅の職員だけでなく、もっと患者と関わりたいと思っている上の世代の管理職も患者に 

しっかりと関わって治療成績を上げていくことができた 

 

◆Ａ病院における導入効果例 

     

（出典）厚生労働省：令和元年度少子高齢社会等調査検討事業 報告書 
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（１）AI問診サービス開発の背景と目的等 

 これまで、医療の現場では、問診やカルテ記載業務の業務負担や問診に関連した若手医

師の臨床教育、看護師の適正配置等に関する課題が発生していましたが、Ubie株式会社は

こうした課題を解決することを目的として AI問診サービスを開発しました。 

 

◆主な機能 

●AIによる事前問診 

AIによる事前問診で従来の紙問診票より深く広い聴取ができる 

●医師向けエディタ 

患者入力情報を医師語に翻訳。カルテ記載の手間を大幅に省ける 

●病名辞書 

患者入力情報から AIが辞書検索を行い、病名リストを表示する 

●お薬・紹介状サマリー 

お薬手帳や紹介状を撮影、画像解析により文字を一括抽出、カルテ転記を効率化 

 

◆具体的な使い方 

患者が受診理由（症状）を入力すると、AIが症状の程度や出現状況などを 20問ほど質問する。

この問診結果のサマリーは、即座に診察室のパソコンに出力、加えて、患者の入力内容から AIが

疑った疾患名の候補を 10個まで表示可能で、医師は診察しながらその情報を参照できる。 

 

◆画面イメージ 

 
（出典）AI問診ユビー：ホームページ 

  

事例２｜AI問診による医師・看護師の業務効率化     
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（２）AI問診サービスの導入実績・効果等 

 現在、AI問診サービスは一般内科の外来や救急時間外ウォークインなどで導入されてい

ます。現状、内科全般を推奨していますが、今後は全診療科目に対応する予定です。導入

施設は、診療所から大病院まで 200施設超の利用実績があります。 

 

◆AI問診サービスの導入効果 

●患者と医療者のコミュニケーションの齟齬解消 

患者の症状ごとに質問を最適化、待合室でより広く深い問診が可能となり、しかも、患者の回

答を医師的表現に即時変換、診察時の聴取漏れや重複管理を大幅に削減 

●非効率なカルテ記載事務業務の軽減 

医師的表現に自動変換するので、従来の紙カルテ転記作業を大幅に削減、加えて、お薬手帳や

紹介状の画像から文章を抽出するので、手打ちでのカルテ転記が不要になる 

●若手医師の臨床教育 

事前問診等の情報をもとに鑑別疾患のリストアップを支援 

●看護師の適正最適化 

これまで看護師が行っていた問診業務を、AIも問診＋医療事務等による補助問診で代替 

●Withコロナ時代に適した「来院前問診」が可能 

 ・自院のサイトに来院前問診への導線を設置することで、院内と同様、患者は自宅でも AI問 

  診を利用できる（PC/スマートフォン） 

 ・コロナ感染拡大防止への関心が高まる中、これにより受診時の院内滞在時間減少や患者満 

  足度への向上が期待できる 

 

◆クリニック向け AI問診ユビーの特長 

 

（出典）AI問診ユビー：ホームページ 

 

 少子高齢化による労働力人口の減少や新型コロナへの対応は喫緊の課題となっています。

自院においても、こうした課題に対しては、患者目線で受けたいサービス・満足できるサ

ービスを心がけて取り組む必要があります。  
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■参考資料 
 公益社団法人 日本医師会：第７回 日本の医療に関する意識調査 

 厚生労働省：令和元年度少子高齢社会等調査検討事業 報告書 

保健医療分野 AI開発加速コンソーシアム議論の整理と今後の方向性 

今後のデータヘルス改革の進め方について（概要） 

 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所：戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システム研究開発計画 

 AmiVoice iNote、AI問診ユビー 
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